
講師

　日本カーシェアリング協会は東日本大震災をきっかけに宮城県
石巻市で設立された、寄付で集めた車を活用した社会貢献活動を
行う団体です。活動の一つである災害支援事業では、災害で車を
失った方や支援活動を行う団体へ無償で車を貸し出す取り組みを
行っています。
　被災地で車の支援を行うためには、現地の拠点で一定期間「対
応する人」が必要となります。これまでは、その都度求人を行っ
ていました。しかし、人材獲得に時間とエネルギーを費やすこと
が支援の遅れに影響することが課題でした。災害対応人材BANK
は事前に「災害時に対応できそうな方」に登録いただくことで、
より迅速な支援を実現することが狙いです。

災害で車を失った方へ
　　　迅速に車を届けるために

災害対応人材BANKを
動画で解説



ご登録いただくと、近隣の地域で災害が発生し当協会が現地で拠点を設け対応することになった場合、ご案内が届きます。
以下の流れで進めていく予定です。

　　※発災時の対応に必要な人材は、定員や適性もあるため、ご説明と面接をさせていただいたうえで実際に従事いただくかどうかを決定します。
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形　　態：当協会の臨時スタッフとしてご協力いただきます
業務内容：問い合わせ対応・予約受付・車の登録・貸渡・洗車・運搬等
　　　　　※車に詳しくなくてもOK。体力に自信のない方でも大丈夫
時　　給：1000円前後　※各地域の最低賃金によって変わります
時　　間：1）AM 2）PM 3）終日（８時間程度）
頻　　度：週3日以上
勤務場所：被災地域で開設する日本カーシェアリング協会 臨時拠点
期　　間：３カ月～半年程度
備　　考：入力程度パソコンを使った業務あり
　　　　　年齢不問
　　　　　拠点までの交通費補助あり
　　　　　普通自動車免許必須（マニュアル車の運転もできるとよいで
　　　　　すが、必須ではありません）
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ワタナベ トシユキさん

<対応した災害>
令和年６年宮崎大雨（宮崎）

酒井康宇さん
　令和５年に宮崎県延岡市との災害協定が
結ばれたことをきっかけに人材バンクに登
録しました。
フリーランスで仕事を始めたばかりの折、
延岡市で大雨被害が発生。臨時拠点の立ち
上げから参加しました。
活動できる日時や頻度なども希望を聞いて
いただき、無理のない範囲で災害支援に参
加することができました。
「”本当に”助かりました！」という声を多
くいただき、地元での災害支援に貢献でき
たことに嬉しく思っています。

災害対応人材BANKに登録された方が災害現場で活躍中

<対応した災害>
令和5年九州北部豪雨（福岡）

　両親の介護のため早期退職後地元に戻り
ました。今まで様々な災害復旧ボランティ
アを経験した中で万が一地元で災害が起き
た ら 自 分 に 何 が で き る だ ろ う と 思 い 、
Facebookでたまたま募集を見て、これな
ら自分にもできるかと思い登録しました。
　ここでの活動は被災された方々が少しず
つ元の生活を取り戻すきっかけを作るお手
伝いができます。万が一の災害…直ちに必
要とされる人の力、事前の登録だけでも大
変助かると思います。

「フリーで働きながら災害支援」 「介護と両立しながらの活動」

※対応いただく現場によって変更となる場合があります。

１ヵ月の被災地派遣「短期滞在型支援制度」

大規模な災害が発生し現地拠点で人手不足が生じた時、「短期滞在支援
制度」（滞在支援）の募集を登録者対象に行います。希望者は、面談の
上2週間～1カ月程度、現地で滞在しながら拠点の運営をサポートいただ
きます。現地で活動しながら拠点運営に関わる業務を一通り体験いただ
くことで、各地に支援経験者を育成します。
また、支援経験者は、その後災害が発生した際の拠点立上げや電話での
受付等のバックオフィス支援で継続的に活躍いただくことも可能です。

＊希望する登録者は遠方の被災地でも活動できる！

飯田康一郎さん
　仕事をリタイヤして比較的時間があった
ので、短期滞在支援制度に申し込みまし
た。被災地のために何かやりたいと思って
いたので、良い機会をいただきました。１
ヵ月滞在しながら活動できたお陰で、被災
された方々の苦労がほんのわずかですが、
わかったような思いがしています。活動に
参加して本当に良かったです。拠点での業
務も一通り体験できたので、自宅から通え
る範囲で災害が起こったらすぐに駆け付け
てお手伝いしたいと思います。

能登半島で１ヵ月滞在

（茨城県の登録者）
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